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近頃は新型コロナウイルスの話題ばかり続いていますが、オーストラリアでは史上最悪の火災も。

CO2の排出量は全豪年間の 70％にも達するとか。コアラやカンガルーの悲惨な姿が報道されてい

ました。もともと火災の多い国で計画火災も実施されていましたが、これほどの火災は想定外。 

ユーカリの木は「ガソリンツリー」ともいわれ油分が多くよく燃える。やっと大雨が降りだした

とか。火災は終息へ･･･。今度は洪水？しかし、新たな芽吹きで CO2の大量吸収が始まるはず。こ

れはやはり循環だと思うのですが･･･。実際どうなるのでしょうか。温暖化との影響は？ 

オーストラリアは石炭が重要産業。CO2 の対策には消極的だそうです。その石炭の最大輸出国

が日本というのも驚きです。COP25 で両国は化石賞をいただいています。石炭は火力発電利用の

ため。オール電化で電気代が安くなる？と宣伝されていますが、さらに消費量をどう減らすかが課

題なのでは。生き方の再検証ですよね。「知足」は老子の言葉。「足るを知る者は富む」ということ

だそうです。（以前にも書いたか？）豊かさを求め多くのものを欲しても豊か（富む）にはなれな

いのでしょうね。そこが凡夫。あれも欲しい、これも欲しい。残念ながら欲は尽きません。「幸せ」

を求めているはずなのに。これも欲か？ カッコつけすぎ？失礼しました。 

                              （今住 2 月 13 日作成） 

定期活動★1 月 26 日（日）協働作業！歩道整備・第 1 湿原刈り 10 名で作業（内協働 1 名） 

毎年恒例になってきた協働作業。里山大学 OB 会「北摂里山

愛す会」との作業です。最近は

少し参加者が少ないのですが

本会メンバーにも OB が多数

いますので･･･これからも続け

ていきたいと思います。今回特

筆すべきことは･･･実は「北摂

里山愛す会」の会員はいません

でした。（本会と重複会員は除

く）ところが 1 名？？？実は、現役里山大学（8 期）受講中の

方が参加してくださいました。パートナーの方が「愛す会」の会

員で情報が入ったようです。紙面でも紹介しましたが里山大学

の「作業安全講習」は丸山湿原で行われています。その時は用が

あり参加できなかったとのこと。宝塚在住で、丸山湿原を知らな

いのも何なので「物見遊山」？失礼。どんなことをしてるのか体

験に来られたとか。体験どころかしっかり作業していただきまし

この中に１人の協働参加者が 緊張？ 

第 2湿原への歩道 ヒサカキの刈り取り 

短時間ですっきりと 
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た。ありがとうございます。ぜひこれを機に「丸山湿原群保全

の会」へご入会願いたいものです。「青田刈り」とはこんなの

を言うのでしょうか？刈り取れるかな～。 

今年の作業場所は、第 1 湿原から第 2 湿原への分岐点から

の歩道。里山大学で実習した場所の奥になります。歩道にヒサ

カキやウラジロ、その他の雑木が覆いかぶさり歩行の妨げに。

そこを午前中の作業として実施。午後は第 1 湿原のヌマガヤ

刈り取り作業。（刈り払い機隊は午前も実施）春の芽吹きの前

に処理を終わらせる予定です。歩道は短時間で驚くほどすっき

りしてロケーションが開けました。ヌマガヤの処理も順調に進

み、刈り取り（だけ）はほぼ終了。2 月 4 日（火）に実施され

る西谷小学校環境学習最終回、保全作業体験に向けて運び出し

はそこそこにしました。あくまでも「環境学習の準備として運

び出しをしなかった」ということです･･･あくまでも･･･。その

代わり処理をしやすいように一部山積みにしておきました。準

備は大切や！ということ

でお願いします。 

湿原内ではアカガエル

（赤蛙）類の産卵がもう始まっていました。1 月中というの

はどうなんでしょうか？しかも一斉産卵なのか、20 塊ぐら

いはあったでしょうか。今年の暖かさが影響しているのか。

セトウチサンショウウオ（瀬戸内山椒魚）も？と探してみる

と･･･。ありました。アカガエルの卵塊の近くに。水中の草に

結び付けられた 3 対の卵嚢が。サンショウウオについてはこ

の 3 対しか見つけられませんでしたが、今後の産卵はどうな

るのでしょうか？卵塊数調査日に卵はある？全部孵ってい

る？自然相手だからね。フェノロジーの変化が起こっている

のか！（フェノロジー＝生物季節 最近学んだ言葉です。早

速使って忘れないようにしてます）この変化、ひょっとして

大変なことを引き起こす可能性も。動物や昆虫が出てきても

食べるものがまだないとか、食べ物の競合が起こるとか。結

構深刻かも。素人の勝手な想像です、妄想で終わればそれで

よし。 

 

小学校環境学習 ★2 月４日（火）西谷小学校環境学習最終回・保全作業体験 

 児童 16 名 保護者 2 名 教諭 2 名 会員 3 名で実施 

5 月から始めた環境学習。いよいよ最終回となりました。

今回は保全作業の体験。といいながら実戦力としてあてにし

ています。お互い楽しみながら作業になるんだからこれほど

ありがたいことはない。しかし、昨年は「お金もらわな！」の

一言に妙に納得したのを覚えています。ありがたや、ありがた

や･･･。南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏。そういえば今年はお経

第 1湿原ヌマガヤ 茫々です 

刈り取り後 湿地がはっきりと 

ニホンアカガエル卵塊 10塊は確認 

セトウチサンショウウオ卵嚢 3対 

湿原到着 荷物置きと注意の再確認 
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を覚えている児童がいました。「般若心経」と「光明真言」。たいしたもんだ。やはり仏様が衆生を

照らしているのでしょうか？唱えながら一緒に歩きまし

た。私は「般若心経」途中までで･･･。 

環境学習です。まずマイクロバスが到着。ちょっと前か

らからメジロ（目白）、エナガ（柄長）、ヤマガラ（山雀）

の群れがいました。バスに驚いて飛んでいきましたが鳥の

話を少々。そして本日の作業内容説明。まずはメイン作業、

枯れ草（ヌマガヤ）の運び出し。「草の中にはトラップが

仕掛けてあるので注意すること」と。すぐ反応が「トラッ

プって何～？」素晴らしい。意味は「罠」ですが、湿原内

に生えているイバラ（茨）が運ぶ草の中に入っていること

があるので注意が必要と説明。もう一つは「ノコギリ作

業」。今回は斜めに倒れたり、株立ちになったリョウブ（令

法）を伐採して用意。かなり太いもの（約 20 ㎝）もあ

り。それを玉切りしてもらいます。西谷の子は多くがノコ

ギリの使用経験があり十分作業できます。（あくまでも体

験ですが･･･なぜか助かります。）こちらも、近くでノコギ

リを振り回すと当然ケガをすると実演を交え説明。しゅ

っぱーつ！竹筒ポストに石。そして、道々これまでに観察

したことを思い出しながら歩きました。お経もあり。 

第 1 湿原に到着。もう一度注意事項を確認。切り株が

あることにも注意。湿地に入ってしまうと動けなくなることも。２班に分かれノコギリ・草の運び

出し、それぞれ約３０分の作業。少々の休憩後入れ替え。楽しみながら？あっという間に草と木が

片付いていきます。「しめしめ。助かるわ～」と心の声が漏

れないように気を付けていました。あくまでも体験ですか

ら。天気も朝は冷えたものの春のような陽気になりました。

どこからか氷を見つけてサングラスのようにしたり、いつ

まで溶けないで持っていられるか楽しんでいる姿もあり

ました。子どもは遊びの天才です。保護者の方、先生方も

精力的に作業（体験）していただきとても助かりました。

作業体験？う～ん？西谷小学校との協働作業ですね。ええ

んやろか？ 

その後両生類の卵塊を探しに。卵塊近くで作業をしたり

氷を触ったりしていたのになぜか卵塊には気がついてい

ない。不思議ですね。やはり世の中には見ようとしないと

見えないものや、感じようしないと感じられないことがい

っぱいなのかもしれません。私は氷には気がつかなかった

し･･･。アンテナは子どもも大人もしっかり立てていたい

ものと思いました。卵塊を触ったり、セトウチサンショウ

ウオの卵嚢を見たり、オオカマキリ（大蟷螂）の卵を持っ

て帰ったり、発見いっぱいの作業と観察でした。最後には

カヤネズミ（茅鼠）の巣まで見つかりました。 

保護者と児童が一体となった作業  

先生も一体となって作業  

かなり太いリョウブの玉切り 

氷のサングラスでご満悦 
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帰り道は「勇者」と化した男の子が棒を剣に見立て勇敢に湿原を後にしました。ちなみに西谷で

は昔、木の棒のことを「けんぼう（剣棒）」と言いました。今でも言うのでしょうか？「けんぼう」

はバス持ち込み禁止らしく、秘密の場所に隠されました。

必ず取りに来るんやで！勇者よ！最後に今日の振り返りを

行いましたが、勇者たちは疲労困憊。しばしの休憩。ワー

クシートを書いている子も？「両生類について」とタイト

ルがあったような。おー！そんな課題が出ていたのか？で

きたでしょうか心配です。今日は協働作業でしたから･･･。

体験ですが･･･。その後お別れの挨拶をしてバスは去ってい

きました。ありがとうございました。来年度もぜひご一緒

しましょう。協働？頼りにしています。 

 

定期活動★2020 年 2 月 8 日（土）基礎調査 センサスライン設置  

第 1 湿原ヌマガヤ運び出し・第 4 湿原ヌマガヤ刈り 8 名で活動 

来場者数 計 130 人 

（竹筒ポスト人数） 

 

 本来は調査日ですが、今回も同時進行でヌマガヤ処理と両声類卵塊数

調査のセンサスラインを張っていきます。会員はそれぞれ慣れている得

意の作業を。しかし、やはり暖かい。卵塊数調査日には全て孵化している

かもしれません。今回は約 1 週早めた日程。それでもどうなっているの

か想像がつきません。こんなちっぽけな調査から温暖化などの社会問題

が見えてくるのも興味深いことです。ただの偶然かもしれませんが･･･。

あまりにも暖かい日が続くので。しかし、よくよく考えてみるとまだ 2

月の前半。特にセトウチサンショウウオ（旧カスミサンショウウオ）は。

これからが本番のはず？なんか心配やな～。昨年は何かに荒らされてた

し。杞憂に終わることを願います。 

 作業は順調に進み午前中に第１湿原のヌマ

ガヤ処理とライン張りは完了。ただライン用の

基準杭は１年間ヌマガヤの中。まさしく藪の中

状態です。ヌマガヤ刈り取りの時、切ってしまったりしています。いつ

の間にか抜けて無くなっているのも。確認に苦労していました。湿原面

積の変化で杭の位置と水辺の位置の不整合も出てきています。どうする

か検討が必要か？同じ時期、同じ位置からが原則ですがどうでしょうか。

ご意見ください。 

 さらに「勇者たち」いや有志で午後も第４湿原のヌマガヤ刈りを行いました。７割は刈り取れた

のではないでしょうか。刈り取りだけです･･･。またよろしく。 

両生類セミナー・卵塊数調査予告 ★2 月 23 日（日）兵庫県立「宝塚西谷の森公園」「丸山湿原」 

会員についてはお弁当の予約を受け付けます。１９日（水）までに今住までご連絡ください。 

場所 時間 気温【水温】 電気伝導度（EC） PH 

入口 10：0 8.5℃   

第 3 湿原 10：36 【6.2℃】 31.3μＳ/ｃｍ 6.7 

視点場 10：44 7.8℃ 26.7μＳ/ｃｍ 6.5 

第 1 湿原 10：49 【4.8℃】 29.0μＳ/ｃｍ 6.7 

第 2 湿原 11：00 【3.3℃】 34.9μＳ/ｃｍ 6.9 

目的 市内 市外 

丸山 38 27 

ハイキング 6 5 

その他 23 31 

次回活動日 23 日（日）セミナー卵塊数調査 3 月 14 日（土）２２日（日）４月１１日（土） 

 

 

疲れた勇者はしばしの休息 ご苦労さん 

定点観測 

ライン杭のチェック 

 

運び出しは続きます 


